
番組審議会議事録

　　　　日時　　令和7年１月１6日（月）13:30～

　　　　場所　　萩テレビ株式会社　会議室

　　　　出席者　審議委員6名　会社側3名

　　　　三浦正之、柳林浩一、牧野泉、藤田賢治郎、北川秋穂、小川真綾【委員】

　　　　梶野晴彦、久保田桂子、井上光貴【会社側】

　　　　欠席者　國光博基【委員】

　　議題

　[１]　会社側の報告等

　　　　・近況報告

　　　　　　

　　　　・今回の審議番組について説明

　　　　　　審議番組 ： 「ヒョンビンにポゴシポヨ♡新春特番」(第2木曜日 17:03

～17:33 放送)

　　　　　　パーソナリティ KAZU、三浦恵子(木曜日モーニング775担当)

　　　　・番組内容

　　　　　　「ヒョンビンにポゴシポヨ♡」は、韓国ドラマが大好きなケイコさんと

kazuさんが、いつか ヒョンビンに会いたいという熟い想いをひたすら

語り、韓国ドラマの魅力と情報をお届けする番組です。

ポゴシポヨとは、「ブチ会いたい」という意味です。

2021年 6月からスタートしました。

長年FMななこのパーソナリティとして活躍したケイコさん（現在「モ

ーニング775」木曜日担当）とレギュラーゲストとして出演されてきた

kazuさんの止まらないトークで、あっという間の30分です。

●Facebookでの番宣

あけましておめでとうごさいます。

今年もどうぞよろしくお願い致します。

ヒョンビンにポゴシポヨ、新春特番で放送です。

放送時間は

1月1日(水) 14時 30分〜

1月2日(木) 12時〜

1月3日(金) 13時〜



今回の放送は、KAZUさん大好きな韓国ドラマ、「ウ・ヨンウ弁護士は天

才肌」の裏話です。

パク・ウンビンさんがどんなに素晴らいい俳優さんであるか、 また監

督さんの想いなどをカズさんが熱く語ります。

関釜フェリーで下関から韓国へ!というお話も!！

どうぞお楽しみに!

　　[２]  番組内容の審議

      次のような意見があった。

 普段、韓国ドラマは見ないが、繰り返し韓国ドラマの名前を言ってもらえるので頭

に残った。ただ、放送内で「監督」がではなく監督名を言ってほしかった。

 三浦恵子さんの声がそもそも好みで、心地の良いトーンで、全体的にゆったりとし

たトーンなので聞きやすかった。また、気になった話題もあった。

 ヒョンビンにポゴシポヨと言うタイトルだが、初めての人が聞いた時に韓国語の意

味が分からい為、コンセプトや韓国語の意味を言ってほしい。また、タイトルを調べ

ないと分からない。リスナーのターゲットが韓国ドラマを見ている方だが、番組の

趣旨を入れると新規のリスナーも入りやすい。

 韓国へ行くときのフェリーの話で、キャンペーンの話題が出たが、現在はそのよう

なキャンペーンは行っていない為、情報が少し違うのではないかと気になった。

 番組冒頭で「お正月はいかがお過ごしでしたでしょうか？」とありましたが、新春の

特別番組で、お正月期間中の放送のため、少し違和感があった。

 2人の掛け合いが、井戸端会議的な雰囲気で親近感があり、オタクのような内容なの

でとても好きな番組だった。

 KAZUさんの声が好きで、三浦恵子さんが良いフォローをしている。また、いつも穏

やかな喋り口調の三浦恵子さんが、熱を入れて話しているのにも面白さを感じたの

で、チャンスがあれば聞いてみたいと思った。

 相手を巻き込む話の流れは、とても良い。

 昔、韓国ドラマをよく見ていた時期があり、その時のドラマのタイトルや内容が出

てきたのは懐かしを感じた。また、ドラマの裏話もあり、面白かった。

 本番組内で使用されているBGMも良くマッチしており、心地よさを感じた。また、

30分尺の番組で時間も絶妙でとても良かった。

 ドラマの内容だけでなく、ネットフリックスなどでも見てほしい…という情報は、

ありがたい。

 知らないドラマやシーンが多く分かりずらい部分もあった。

 取り上げた内容が、新春特番の内容にマッチしていた。



 全体的に深い内容だった。

 新春特番に「ウ・ヨンウ弁護士の天才肌」を取り上げたいきさつと韓国ドラマの裏

側から監督や脚本家の声を紹介したことはよかった。

 監督が主演のパク・ウンビンを起用するに際して苦労した裏話は興味深かった。

 作品ではウ・ヨンウ弁護士は自閉症スペクトラムの設定であり、脚本家が当事者に

何度も会って準備を進めたことが紹介された。このような取組が海外で評判になっ

ている背景であると思った。

 主演のパク・ウンビンや相手役のカン・テオの紹介は、韓国ドラマをあまり見てい

ない人にとっても耳を傾けてしまう内容であった。

　

　＜会社側からの回答＞　　

・ これからも市民が聞いて役立つ情報発信及び新しい番組の企画に努め

ていきたい。

[３]　次回開催について

　　次回は、令和7年3月21日(金)13:30～に開催することが決まった。

　　審議番組は、「#オトブラリ新春特番」に決まった。


